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国
有
林
で
は
、
地
域
の
森
林
整
備
の
低

コ
ス
ト
化
・
効
率
化
等
を
推
進
す
る
た
め
、

国
有
林
周
辺
の
民
有
林
所
有
者
や
集
約
化

を
進
め
る
林
業
関
係
者
等
と
森
林
整
備
の

推
進
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
協
定
区

域
内
に
設
定
し
た
森
林
共
同
施
業
団
地
で
、

連
携
し
て
森
林
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
２
８
年

度
末
現
在
、
２
０
件
の
森
林
整
備
推
進
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

群
馬
森
林
管
理
署
で
は
、
昨
年
度
の

「
み
ど
り
市
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
」

に
続
き
２
件
目
の
協
定
を
新
た
に
締
結
し
、

森
林
共
同
施
業
団
地
を
設
定
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
２
９
年
６
月
１
日
に
、
磯
村
産
業

株
式
会
社
、
群
馬
県
西
部
森
林
環
境
事
務

所
、
群
馬
森
林
管
理
署
の
３
者
で
「
烏
川

流
域(
源
流
部
）
森
林
整
備
推
進
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
高
崎
市
倉
渕
町
烏
川
流

域
源
流
部
に
位
置
す
る
私
有
林
、
県
有
林

及
び
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
国
有
林
に
つ

い
て
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
高
度

発
揮
と
資
源
の
循
環
利
用
の
た
め
、
連
携
・

協
力
し
て
団
地
化
を
推
進
し
、
合
理
的
な

路
網
の
整
備
、
効
率
的
な
森
林
施
業
の
推

進
及
び
地
域
材
の
安
定
供
給
に
取
り
組
む

こ
と
等
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

団
地
面
積
は
、
３
，
６
８
８
㌶
（
私
有

林
１
，
０
３
６
㌶
、
県
有
林
５
２
６
㌶
、

国
有
林
４
０
７
㌶
）
で
す
。

本
協
定
期
間
中
に
、
林
業
専
用
道
８
０

５
㍍
・
森
林
作
業
道
１
４
，
５
７
０
㍍
の

路
網
整
備
と
約
１
万
２
千
立
米
の
木
材
生

産
、
保
育
作
業
約
８
４
㌶
を
実
行
す
る
予

定
で
す
。

こ
の
取
組
に
よ
り
、
民
有
林
と
国
有
林

を
連
結
し
た
林
業
専
用
道
・
森
林
作
業
道

の
整
備
と
、
相
互
利
用
に
よ
る
事
業
の
効

率
化
や
低
コ
ス
ト
化
、
民
有
林
材
と
国
有

林
材
の
協
調
出
荷
に
よ
る
地
域
材
の
販
売

促
進
、
木
材
の
安
定
供
給
等
に
貢
献
す
る

な
ど
、
地
域
の
森
林
整
備
や
施
業
の
集
約

化
等
が
よ
り
一
層
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
今
後
と
も
森

林
共
同
施
業
団
地
に
お
け
る
取
組
を
始
め
、

民
有
林
と
国
有
林
の
連
携
を
積
極
的
に
推

進
し
、
森
林
の
整
備
・
林
業
の
低
コ
ス
ト

化
等
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
林

業
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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民
有
林
と
国
有
林
と
の
連
携
に
よ
る
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
に
つ
い
て

～

群
馬
県
高
崎
市
「
烏
川
流
域
（
源
流
部
）
森
林
整
備
推
進
協
定
」
の
締
結

～

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課

【森林共同施業団地のイメージ図】

【協定調印式】

【協定地内の高齢級間伐(民有林）】

烏
川
流
域
（
源
流
部
）

森
林
整
備
推
進
協
定
の
概
要



高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
森
林
と
ふ
れ
あ
い
た
い
と
い
う
方
や

教
育
機
関
等
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
２
９
年
度
春
期
の
活
動

等
を
紹
介
し
ま
す
。

【
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

（F
S
S

)
委
嘱
式
】

高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
森
林
教
室
や
体
験
林
業
等
の
イ

ベ
ン
ト
実
施
に
あ
た
り
、
サ
ポ
ー
ト
し
て

頂
く
「
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
」

を
公
募
し
、
４
月
８
日
（
土
）
に
委
嘱
式

を
行
い
ま
し
た
。

フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
委
嘱

制
度
は
、
森
林
管
理
局
署
等
に
お
い
て
森

林
教
室
や
体
験
林
業
等
の
実
施
に
あ
た
り
、

実
施
業
務
に
係
る
協
力
者
と
し
て
関
東
森

林
管
理
局
長
が
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
を
委

嘱
し
、
森
林
環
境
教
育
等
の
一
層
の
充
実

を
図
る
制
度
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
こ

の
制
度
に
基
づ
き
平
成
２
６
年
度
か
ら
委

嘱
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
今
年
度

の
委
嘱
を
決
定
し
た
３
９
名
の
う
ち
、
出

席
頂
い
た
３
０
名
の
皆
様
に
当
セ
ン
タ
ー

所
長
よ
り
委
嘱
証
を
交
付
し
ま
し
た
。

フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
セ

ン
タ
ー
が
開
催
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
森

林
教
室
等
に
毎
回
ご
協
力
を
頂
い
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
延
べ
１
６
０
名
を
超
え
る

ご
協
力
を
頂
く
な
ど
、
当
セ
ン
タ
ー
に
と
っ

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
す
。

【
依
頼
イ
ベ
ン
ト
：
森
林
教
室
】

毎
年
度
、
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
訪
れ
る
東

京
都
中
央
区
立
佃
島
小
学
校
５
年
生
の
児

童
１
３
４
名
が
、
４
月
２
０
日
に
森
林
教

室
、
森
林
ふ
れ
あ
い
館
等
を
訪
れ
、
森
林

や
林
業
に
つ
い
て
の
講
義
や
丸
太
切
り
、

森
林
観
察
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
児
童
か
ら
は
「
将
来
、
林

野
庁
の
仕
事
を
や
り
た
い
」
と
真
剣
に
訴

え
る
少
年
が
現
れ
る
な
ど
、
幸
先
良
い
今

年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間
２
０
数
校
の

森
林
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
年
、

梅
雨
時
期
の
た
め
か
依
頼
が
少
な
い
６
月

中
の
依
頼
が
、
今
年
度
は
、
新
規
の
学
校

３
校
を
含
む
４
校
か
ら
あ
り
、
う
ち
１
校

か
ら
は
日
曜
日
開
催
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
教
育
機
関

か
ら
の
依
頼
は
休
日
等
を
含
め
極
力
受
け

入
れ
る
こ
と
と
し
、
多
く
の
子
供
た
ち
に

森
林
や
林
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
協
定
イ
ベ
ン
ト
】

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
関
東
森
林
管
理
局

長
と
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
協
定
を

締
結
し
て
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
を
行

う
協
定
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
森
林
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
東
京
会
、
森
と
で
ん
え

ん
倶
楽
部
、D

A
I
G
O

エ
コ
ロ
ジ
ー
村
、
高

尾
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
、
森
と
人
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
５
団
体
と
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
今
年
度
も
各
団
体
が
創
意
工

夫
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
、
５
団
体
で

年
間
４
１
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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フォレストサポートスタッフ委嘱式

フォレストサポートスタッフの活動

森林教室

協定イベント



春
に
発
生
す
る
き
の
こ
に
つ
い
て

皆
さ
ん
は
キ
ノ
コ
と
聞
く
と
秋
を
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
意
外
に
も
キ

ノ
コ
は
、
温
度
と
湿
度
が
あ
れ
ば
季
節
に

関
係
な
く
発
生
し
ま
す
。

私
た
ち
が
目
に
す
る
キ
ノ
コ
は
、
普
段

は
、
菌
糸
で
生
活
し
て
い
る
菌
が
、
種
子

に
あ
た
る
胞
子
を
作
る
た
め
、
キ
ノ
コ
の

一
生
の
中
で
短
期
間
だ
け
見
る
こ
と
の
で

き
る
子
実
体
と
呼
ば
れ
る
形
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

こ
こ
で
、
春
に
良
く
発
生
（
子
実
体
）

が
確
認
さ
れ
る
キ
ノ
コ
を
紹
介
し
ま
す
。

ハ
ル
シ
メ
ジ
（
食
用
）
（
イ
ッ
ポ
ン
シ

メ
ジ
科
、
イ
ッ
ポ
ン
シ
メ
ジ
属
）

春
四
月
か
ら
五
月
に
バ
ラ
科
の
植
物
の

樹
下
に
発
生
す
る
。
カ
サ
は
径
５
～
１
５

cm
で
灰
色
か
ら
灰
黒
色
で
表
面
は
微
毛
で

覆
わ
れ
る
。
ヒ
ダ
は
初
め
白
色
、
後
に
肉

色
に
な
り
、
柄
に
直
生
す
る
。
柄
は
白
色

で
根
元
が
や
や
細
ま
っ
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ウ
ロ
（
食
用
）
（
シ
ョ
ウ
ロ
科
、

シ
ョ
ウ
ロ
属
）

春
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
海
岸
の

ク
ロ
マ
ツ
林
に
発
生
し
ま
す
が
、
地
下
性

菌
で
あ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
強
風
で
砂
が
飛
ん
だ
り
す

る
と
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
菌

根
菌
な
の
で
、
毎
年
同
じ
場
所
に
発
生
す

る
こ
と
か
ら
、
発
生
場
所
を
知
っ
て
い
る

人
た
ち
は
、
熊
手
な
ど
で
、
砂
を
ど
か
し

て
探
し
ま
す
。

子
実
体
は
不
規
則
な
球
状
で
径
２
～
７

cm
ほ
ど
で
、
初
め
白
色
で
す
が
空
気
に
触

れ
る
と
淡
黄
色
に
な
り
、
傷
付
い
た
と
こ

ろ
は
、
赤
色
に
変
色
し
ま
す
。
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今
月
の
表
紙

「
奥
日
光
の
６
月
」

奥
日
光
国
有
林
は
、
日
光
国
立
公
園
内
に

位
置
し
、
そ
の
一
部
は
「
奥
日
光
の
湿
原
」

と
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
様
々
な
湿
原
性
植
物
に
よ
り
、

独
特
の
景
観
を
織
り
な
し
て
い
ま
す

６
月
に
な
る
と
、
千
手
ヶ
浜
で
は
ク
リ
ン

ソ
ウ
が
群
生
し
、
小
田
代
原
や
戦
場
ヶ
原
で

は
ワ
タ
ス
ゲ
や
ズ
ミ
な
ど
が
見
頃
を
迎
え
ま

す
。日

光
森
林
管
理
署
は
、
戦
場
ヶ
原
湿
原
を

「
植
物
群
落
保
護
林
」
に
指
定
し
、
自
然
環

境
の
保
全
を
第
一
と
し
た
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

（
撮
影
者
：
日
光
森
林
事
務
所
非
常
勤
職
員

大
野
恵
一
郎
）

き
の
こ
特
集
～

春
と
夏
に
発
生
す
る
「
き
の
こ
」
～

総
務
企
画
部

総
務
課

挿
絵
の
掲
載
に
つ
い
て

茨
城
署

藤
戸
茜
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
今
後
本
誌
面
に
作
品
を
掲
載
し
て
参

り
ま
す
。



夏
に
発
生
す
る
き
の
こ
に
つ
い
て

夏
に
良
く
発
生
（
子
実
体
）
が
確
認
さ

れ
る
キ
ノ
コ
を
紹
介
し
ま
す
。

夏
に
発
生
す
る
食
用
き
の
こ
は
、
タ
モ

ギ
タ
ケ
、
タ
マ
ゴ
タ
ケ
、
ヤ
マ
ド
リ
タ
ケ

モ
ド
キ
、
ト
ン
ビ
マ
イ
タ
ケ
等
が
あ
り
ま

す
。タ

モ
ギ
タ
ケ
（
食
用
）
（
ヒ
ラ
タ
ケ
科

ヒ
ラ
タ
ケ
属
）

夏
七
月
上
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て
、

広
葉
樹
の
倒
木
等
（
特
に
ハ
ル
ニ
レ
）
に

発
生
し
ま
す
。

カ
サ
は
２
～
５
cm
で
鮮
や
か
な
黄
色
で

ロ
ー
ト
型
、
ヒ
ダ
は
白
色
で
垂
生
し
ま
す
。

柄
は
５
cm
ほ
ど
で
、
白
色
で
す
。

タ
マ
ゴ
タ
ケ
（
食
用
）
（
テ
ン
グ
タ
ケ

科

テ
ン
グ
タ
ケ
属
）

夏
七
月
上
旬
か
ら
八
月
下
旬
に
か
け
て
、

広
葉
樹
（
ブ
ナ
林
）
林
内
地
上
に
散
生
か

ら
群
生
し
ま
す
。

カ
サ
は
７
～
２
０
cm
で
鮮
や
か
な
赤
色
を

し
て
状
線
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ダ
は
黄
色
か

ら
橙
色
で
離
生
し
ま
す
。
柄
は
１
０
～
２

０
cm
で
黄
色
の
地
に
橙
色
の
ダ
ン
ダ
ラ
模

様
が
あ
り
、
下
部
に
は
白
色
、
袋
状
の
ツ

ボ
（
外
皮
幕
）
の
な
ご
り
が
あ
り
、
上
部

に
は
橙
色
の
ツ
バ
（
内
皮
膜
）
が
あ
り
ま

す
。毒

キ
ノ
コ
の
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ
に
類
似

し
て
い
ま
す
。

日
本
で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
以
前
は
ア
マ
ニ
タ
・
ヘ
ミ
イ
バ
ッ
パ

で
ロ
シ
ア
に
発
生
す
る
も
の
と
一
致
し
、

ア
マ
イ
タ
・
カ
エ
ザ
レ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
に

発
生
す
る
も
の
と
は
別
種
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
近
年
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果
ア
マ

ニ
タ
・
ヘ
ミ
イ
バ
ッ
パ
と
も
別
種
で
あ
る

と
発
表
さ
れ
、
日
本
に
発
生
す
る
も
の
は
、

別
種
と
し
て
昨
年
新
し
く
ア
マ
ニ
タ
・
カ

エ
ザ
レ
ア
ン
ス
と
学
名
が
付
け
ら
れ
国
内

及
び
海
外
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ヤ
マ
ド
リ
タ
ケ
モ
ド
キ
（
イ
グ
チ
科

イ
グ
チ
属
）

夏
七
月
上
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
、

広
葉
樹
林
（
コ
ナ
ラ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
等
）
の

樹
下
に
単
生
し
ま
す
。
カ
サ
は
黄
土
褐
色

か
ら
黄
土
色
で
ま
ん
じ
ゅ
う
形
で
７
～
１

５
cm
で
す
。
管
孔
は
初
め
白
色
後
に
黄
色

最
終
的
に
は
黄
土
色
に
な
り
、
直
生
し
ま

す
。
柄
は
根
元
が
太
ま
り
棍
棒
上
で
１
０

～
１
５
cm
で
茶
色
の
地
に
白
色
の
深
い
網

目
模
様
が
あ
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
ポ
ル
チ
ィ
ニ
と
呼
ば
れ

る
種
で
す
。

ト
ン
ビ
マ
イ
タ
ケ
（
若
い
時
の
み
食
用
）

（
サ
ル
ン
コ
シ
カ
ケ
科

ト
ン
ビ
マ
イ
タ

ケ
属
）

夏
八
月
中
旬
か
ら
八
月
下
旬
に
ブ
ナ
の

立
ち
枯
れ
木
や
切
株
か
ら
発
生
し
ま
す
。

カ
サ
は
初
め
淡
褐
色
か
ら
褐
色
で
外
側

の
フ
チ
は
不
規
則
に
湾
曲
し
て
、
表
面
は

木
の
年
輪
の
よ
う
な
模
様
が
あ
り
ま
す
。

肉
は
白
色
で
手
で
触
れ
た
り
す
る
と
黒
く

な
り
ま
す
。
幼
菌
の
時
は
柔
ら
か
い
が
成

長
す
る
と
固
く
な
り
ま
す
。

（５）平成２９年６月２１日 関 東 森 林 管 理 局 第１５６号



私
が
勤
務
す
る
大
滝
森
林
事
務
所
は
、

埼
玉
県
西
部
の
秩
父
市
大
滝
に
位
置
し
、

東
京
・
群
馬
・
山
梨
・
長
野
の
１
都
３
県

に
境
を
接
す
る
約
９
，
８
０
０
㌶
の
国
有

林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

ほ
ぼ
全
域
が
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
約
７
割
は
、

原
生
的
な
天
然
林
が
占
め
て
お
り
、
貴
重

な
野
生
動
植
物
が
生
息
・
生
育
し
多
様
な

森
林
生
態
系
を
維
持
す
る
た
め
、
秩
父
山

地
緑
の
回
廊
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
首
都
圏
の
水
源
で
あ
る
荒
川
の
源
流

部
に
あ
り
、
水
源
か
ん
養
や
国
土
保
全
な

ど
の
重
要
な
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

管
内
に
は
日
本
百
名
山
に
数
え
ら
れ
る

雲
取
山
や
甲
武
信
ヶ
岳
が
あ
り
、
年
間
多

く
の
登
山
者
が
訪
れ
て
お
り
、
私
も
森
林

官
業
務
の
一
環
と
し
て
、
山
荘
敷
と
し
て

貸
付
け
を
し
て
い
る
国
有
地
の
巡
視
や
境

界
管
理
の
た
め
、
山
荘
泊
ま
り
で
登
っ
て

い
ま
す
。
登
山
道
を
歩
く
際
は
、
森
林
パ

ト
ロ
ー
ル
も
兼
ね
て
、
危
険
な
箇
所
が
な

い
か
、
樹
木
等
が
損
傷
し
て
い
な
い
か
、

ゴ
ミ
が
投
棄
さ
れ
て
い
な
い
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
す
。
奥
秩
父
の

大
自
然
の
な
か
で
、
森
林
に
携
わ
る
仕
事

が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
山
で
お

逢
い
す
る
方
々
と
の
交
流
も
大
切
に
し
な

が
ら
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
近
年
、
全
国
的
に
野
生
動
物
に
よ

る
農
林
業
被
害
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

当
管
内
で
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
ク
マ
な
ど
に

よ
る
樹
木
の
皮
剥
ぎ
被
害
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
野
生
動
物
に
よ
る
皮
剥
ぎ
被

害
か
ら
樹
木
を
保
護
す
る
た
め
、
平
成
２

０
年
か
ら
埼
玉
森
林
管
理
事
務
所
と
地
元

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
共
催
に
よ
り
、
山
梨
県

と
の
境
に
位
置
す
る
笠
取
山
（
標
高
１
，

９
５
３
㍍
）
周
辺
で
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

樹
木
保
護
ネ
ッ
ト
設
置
活
動
を
毎
年
続
け

て
い
ま
す
。

笠
取
山
周
辺
で
の
作
業
は
、
秩
父
市
内

か
ら
バ
ス
で
片
道
３
時
間
、
そ
こ
か
ら
２

時
間
か
け
て
山
を
登
っ
て
、
よ
う
や
く
現

地
に
到
着
す
る
と
い
う
大
変
な
行
程
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
２
２
７

名
も
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
１
，

７
０
１
本
に
樹
木
保
護
ネ
ッ
ト
を
設
置
し

ま
し
た
。
最
近
で
は
、
埼
玉
県
特
定
鳥
獣

保
護
管
理
計
画
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
個

体
数
管
理
事
業
も
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
生
息
密
度
を
抑
制
す

る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き

保
護
と
個
体
数
管
理
の
両
面
で
森
林
の
保

全
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

秩
父
市
と
い
え
ば
、
羊
山
公
園
の
芝
桜

や
武
甲
山
、
昨
年
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
秩
父
夜
祭
り
な
ど
が
有

名
で
す
が
、
奥
秩
父
地
域
の
山
間
部
に
は

最
近
メ
デ
ィ
ア
等
で
よ
く
紹
介
さ
れ
て
い

る
三
峯
神
社
と
い
う
有
名
な
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
是
非
、
奥
秩
父
地
域
に

も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
三
峯
神
社
に

て
パ
ワ
ー
を
受
け
た
の
ち
に
、
奥
秩
父
の

大
自
然
の
中
で
癒
や
さ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
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